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第一部 【企業情報】
 

第１ 【企業の概況】
 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第148期

第１四半期
連結累計期間

第149期
第１四半期
連結累計期間

第148期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日

至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （百万円） 68,468 82,206 308,671

経常利益 （百万円） 9,030 13,879 45,819

四半期（当期）純利益 （百万円） 6,043 11,340 27,045

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 16,555 12,234 57,807

純資産額 （百万円） 316,256 355,782 344,453

総資産額 （百万円） 575,080 623,089 614,219

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 18.51 34.73 82.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 18.47 34.67 82.67

自己資本比率 （％） 53.2 55.3 54.3
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】
 

１ 【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が見られた

ものの、企業収益や雇用・所得環境の改善により底堅く推移しました。海外でも、米国経済の緩やかな回復や欧州の

持ち直しなど、先進国を中心に回復基調が続きました。

当社グループにおきましては、セラミックス事業において、欧州市場のディーゼルエンジン乗用車や米国市場の大

型トラック販売が好調だったこと等から、自動車関連製品の需要が増加いたしました。エレクトロニクス事業におい

ても、モバイル製品の需要拡大を背景に半導体製造装置用セラミックス製品の需要が増加いたしました。電力関連事

業は、国内需要が引き続き低迷したことから低調に推移いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、セラミックス事業やエレクトロニクス事業の増収により、

前年同期比20.1％増の822億６百万円となりました。利益面でも、売上高の増加等により、営業利益は前年同期比

71.7％増の147億20百万円、経常利益は同53.7％増の138億79百万円、四半期純利益は同87.7％増の113億40百万円とな

りました。

事業の種類別には、電力関連事業では売上高は前年同期比1.8％増の136億77百万円、営業損益は６億31百万円の営

業損失（前年同期は３億66百万円の営業損失）、セラミックス事業では売上高は同26.5％増の521億28百万円、営業利

益は同68.3％増の140億15百万円、エレクトロニクス事業では売上高は同18.2％増の164億27百万円、営業利益は同

121.4％増の13億27百万円となりました。

 

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は6,230億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ88億70百万円増加いた

しました。これは、主として現金及び預金や投資有価証券が増加したことによるものです。

負債合計は2,673億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ24億58百万円減少いたしました。これは、主として未

払法人税等やＮＡＳ電池安全対策引当金の減少によるものであります。

また純資産合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ113億29百万円増加し3,557億82百万円と

なりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

  当第１四半期連結累計期間の当社グループ全体の研究開発費は28億62百万円であり、この中には当社グループ外部

からの受託研究にかかわる費用１億65百万円が含まれております。なお、当第１四半期連結累計期間において、当社

グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】
 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数 (株)

普通株式 735,030,000

計 735,030,000
 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数 (株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数 (株)
(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 327,560,196 327,560,196
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数
1,000株

計 327,560,196 327,560,196 － －
 

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

 平成26年４月１日～
 平成26年６月30日

－ 327,560 － 69,849 － 70,135
 

 

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,019,000 －
単元株式数は1,000株で
あります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 324,974,000 324,974 同上

単元未満株式 普通株式 1,567,196 － －

発行済株式総数  327,560,196 － －

総株主の議決権 － 324,974 －
 

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数 (株)

他人名義所有
株式数 (株)

所有株式数の
合計 (株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 (％)

日本碍子株式会社
名古屋市瑞穂区
須田町２番56号

1,019,000 － 1,019,000 0.31

計 － 1,019,000 － 1,019,000 0.31
 

 

２ 【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 49,214 64,433

  受取手形及び売掛金 72,167 67,394

  有価証券 100,653 92,004

  たな卸資産 101,352 104,792

  その他 29,318 27,194

  貸倒引当金 △117 △112

  流動資産合計 352,589 355,705

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 58,055 57,179

   機械装置及び運搬具（純額） 82,497 81,106

   その他（純額） 35,770 34,522

   有形固定資産合計 176,323 172,808

  無形固定資産 4,848 4,532

  投資その他の資産   

   投資有価証券 64,903 68,650

   その他 15,729 21,564

   貸倒引当金 △174 △172

   投資その他の資産合計 80,457 90,042

  固定資産合計 261,629 267,383

 資産合計 614,219 623,089

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 25,728 25,104

  短期借入金 4,995 4,312

  １年内償還予定の社債 20,000 20,000

  未払法人税等 2,854 1,121

  ＮＡＳ電池安全対策引当金 10,891 9,406

  その他 36,950 35,635

  流動負債合計 101,419 95,579

 固定負債   

  長期借入金 142,158 141,762

  退職給付に係る負債 16,678 16,094

  その他 9,510 13,871

  固定負債合計 168,346 171,728

 負債合計 269,766 267,307
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 69,849 69,849

  資本剰余金 72,092 72,094

  利益剰余金 187,733 198,216

  自己株式 △1,347 △1,335

  株主資本合計 328,328 338,825

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 17,491 20,986

  繰延ヘッジ損益 18 14

  為替換算調整勘定 △1,189 △4,275

  退職給付に係る調整累計額 △11,147 △10,886

  その他の包括利益累計額合計 5,174 5,839

 新株予約権 778 753

 少数株主持分 10,172 10,364

 純資産合計 344,453 355,782

負債純資産合計 614,219 623,089
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 68,468 82,206

売上原価 46,307 52,649

売上総利益 22,160 29,556

販売費及び一般管理費 13,588 14,835

営業利益 8,572 14,720

営業外収益   

 受取利息 170 164

 受取配当金 533 574

 為替差益 1,149 －

 その他 456 346

 営業外収益合計 2,309 1,085

営業外費用   

 支払利息 501 542

 為替差損 － 493

 持分法による投資損失 706 700

 その他 643 190

 営業外費用合計 1,851 1,926

経常利益 9,030 13,879

特別利益   

 固定資産売却益 363 546

 特別利益合計 363 546

特別損失   

 固定資産処分損 42 40

 特別損失合計 42 40

税金等調整前四半期純利益 9,351 14,385

法人税、住民税及び事業税 1,373 1,993

法人税等調整額 1,885 855

法人税等合計 3,259 2,848

少数株主損益調整前四半期純利益 6,092 11,536

少数株主利益 49 196

四半期純利益 6,043 11,340
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,092 11,536

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,297 3,501

 繰延ヘッジ損益 △4 △4

 為替換算調整勘定 7,273 △3,127

 退職給付に係る調整額 △102 292

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 36

 その他の包括利益合計 10,463 698

四半期包括利益 16,555 12,234

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 16,382 12,005

 少数株主に係る四半期包括利益 173 229
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率については、従業員の平均残存勤務期間

に近似する年数を残存期間とする債券の利回りに基づいて決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見

込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が4,598百万円増加、退職給付に係る負債が

717百万円減少、利益剰余金が2,964百万円増加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の損益への影響は

軽微であります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 前第１四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

減価償却費 4,565 百万円 6,019 百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 3,265 10 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

    該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 3,918 12 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

    該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

日本碍子株式会社(E01137)

四半期報告書

11/16



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

電力関連
事業

セラミックス
事業

エレクトロ
ニクス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 13,426 41,139 13,902 68,468 － 68,468

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3 72 － 75 △75 －

計 13,430 41,211 13,902 68,543 △75 68,468

セグメント利益又は損失（△）
（営業利益又は損失（△））

△366 8,325 599 8,558 13 8,572
 

(注）セグメント利益又は損失（△）の調整額13百万円は、セグメント間取引の調整であります。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

電力関連
事業

セラミックス
事業

エレクトロ
ニクス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 13,668 52,110 16,427 82,206 － 82,206

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

8 18 － 27 △27 －

計 13,677 52,128 16,427 82,233 △27 82,206

セグメント利益又は損失（△）
（営業利益又は損失（△））

△631 14,015 1,327 14,710 10 14,720
 

(注）セグメント利益又は損失（△）の調整額10百万円は、セグメント間取引の調整であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日

  至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日

 至 平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 18.51円 34.73円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 6,043 11,340

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 6,043 11,340

普通株式の期中平均株式数（千株） 326,556 326,546

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18.47円 34.67円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 548 583

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
 

 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月７日

日本碍子株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  松井 夏樹    印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山崎 裕司    印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本碍子株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本碍子株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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